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朝
日
新
聞
社
は
、
貧
困
や
教
育
、
気
候
変
動
な
ど
世
界
が
直

面
す
る
様
々
な
課
題
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
解
決
す
る
こ
と
を

目
指
す
S
D
G
s
(
持
続
可
能
な
開
発
目
標
)
に
賛
同
し
、

2
0
1
7
年
1
月
か
ら
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
国
谷
裕
子
さ
ん
を
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
に
迎
え
、
大
型
企
画
「
2
0
3
0
　
S
D
G
s

で
変
え
る
」
な
ど
紙
面
や
デ
ジ
タ
ル
で
S
D
G
s
に
関
す
る
報

道
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
０４
年
に
は
日
本
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
初
め
て
「
国
連
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
参
加
。
１８
年
に
は
国
連
が
先
進
的
に
S

D
G
s
に
取
り
組
む
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
と
交
わ
す
協
力
枠
組
み

「
S
D
G
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
の
創
設
メ
ン
バ
ー
に
も

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
S
D
G
s
実
現
を
目
指
し
、
報
道
や
企

業
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
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地
域
か
ら
国
際
社
会
へ
　
21
期
の
探
究

　高校生の国際理解教育は、異なる文化や価値観を尊重し、多

様性を受け入れる姿勢を育てるうえで重要である。急速に進む

グローバル社会の中で、国境を越えた交流や協力が不可欠であ

り、外国語の習得だけでなく、歴史や宗教、社会問題への理解

を深めることが求められる。また、海外の出来事を自分の生活

と結び付けて考える力を養うことで、主体的に世界と関わる態

度が育つ。一方で、国際理解教育は単に外国について学ぶだけ

ではない。例えば、ＳＤＧｓを通して地球規模の課題を自分事

として捉え、主体的に考え行動する姿勢は、これからの時代を

生きる高校生に求められている。

　この考えに沿って本校では、海外修学旅行、スピーチ・レシ

テーションコンテスト、実用英語技能検定受験、生徒や教員の

海外派遣、留学生との本校での交流、ＪＥＴによるイングリッ

シュ・ラウンジ等の取組みを大切にしながら、各教科・科目で

も国際理解教育を図る授業展開を実施している。これらの取組

みを通じて、グローバルな思考力やＳＤＧｓの精神が生徒全員

に身につくことを期待する。

本校の取組み

　
21
期
生
の
「
探
究
」
は
、
自
分

を
知
り
、
考
え
た
こ
と
を
他
者
に

伝
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

１
年
次
で
は「
15
年
後
の
自
分
像
」

を
見
つ
け
る
活
動
を
行
っ
た
。
自

ら
が
選
択
を
繰
り
返
し
な
が
ら
将

来
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就
い
て
い

る
か
、
考
え
ら
れ
る
挫
折
を
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
こ

と
を
想
像
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
成

し
て
ク
ラ
ス
で
発
表
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
本
校
の
柱
の
一
つ
で
も

あ
る
国
際
理
解
を
進
め
る
た
め
に

は
ま
ず
自
国
の
文
化
を
知
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
舞
伎
座
に

足
を
運
び
本
場
の
歌
舞
伎
を
鑑
賞
。

深
い
歴
史
の
中
で
発
展
し
て
き
た

独
自
の
表
現
方
法
に
心
を
動
か
さ

れ
、
日
本
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て

興
味
が
増
し
た
生
徒
も
多
か
っ
た

よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
メ
キ
シ
コ
か

ら
の
学
生
が
来
校
。
折
り
紙
、
書

道
、
け
ん
玉
…
な
ど
、
日
本
を
代

表
す
る
文
化
を
橋
渡
し
と
し
て
、

お
も
て
な
し
の
精
神
を
も
っ
て
言

語
の
違
う
学
生
と
交
流
し
た
こ
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
つ
け
る
上
で
も
良
い
経
験

で
あ
っ
た
。

　

２
年
次
で
は
い
よ
い
よ
、
海
外

修
学
旅
行
で
台
湾
へ
。
海
外
を
訪

れ
る
の
は
、
上
水
高
校
と
し
て
も

初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
地
下
鉄

の
改
札
内
で
は
一
切
飲
食
禁
止
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
流
せ
な

い
…
な
ど
文
化
の
違
い
に
最
初
は

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
英
語
や
身
振

り
手
振
り
を
交
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
現
地
の

方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
四
日
間
を
過
ご
し

た
。

　
帰
国
後
、ま
ず
は
「
地
域
探
究
」

と
題
し
て
身
近
な
地
域
に
目
を
向

け
て
課
題
を
挙
げ
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
発
表
。
そ
こ
か
ら
今
度
は
世
界

の
国
々
に
目
を
向
け
て
、
国
際
社

会
に
お
け
る
立
ち
位
置
や
各
国
の

現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
そ
の
特
徴

や
良
さ
、
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め

て
い
る
。
国
が
変
わ
れ
ば
、
文
化

も
生
き
方
も
変
わ
る
。
多
様
性
の

広
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
上
水
高
等
学
校
21
期
生
の
「
探
究
」
で
は
、
各
ク
ラ
ス
１

名
ず
つ
の
班
を
つ
く
り
、
40
の
異
な
る
国
を
担
当
し
て
特
徴

や
良
さ
、
さ
ら
に
は
課
題
に
つ
い
て
探
究
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
示
さ
れ
た
17
の
目
標
と
も
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
主
体
的
に

社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
る
。
新
聞

記
事
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
文
字
数
の
中
で
的

確
に
伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
方
法
も
学
ん
だ
。

国際理解教育とＳＤＧｓ
校長　鈴木信也

世
界
に
多
く
の
国
が
あ
り
、
文
化
や
言
葉
、
考
え
方
が
異
な
る
。
お
互
い

の
違
い
を
知
り
、
認
め
合
う
こ
と
が
国
際
理
解
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

探
究
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
な
ど
を
通
し
て
国
際
理
解
に
つ
い
て

学
ん
だ
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               

2211 期生 『国際理解』への主な取り組み  

令和 6（2024）年度 
11 月 14 日（木）Speech Recitation Contest（スピーチ・レシテーションコンテスト） 
12 月 12 日（木）歌舞伎「あらしのよるに」観劇 歌舞伎座にて 
12 月 19 日（木）台湾の学生による台湾紹介 

1 月 14 日（火）メキシコの学生と学校交流 

令和 7（2025）年度 
6 月 26 日（木）上水高等学校国際交流デー 
                      上海日本人学校高等部とオンラインでの交流会実施

10 月 15 日（水）～18 日（土）修学旅行 @台湾 
11 月 13 日（木）Speech Recitation Contest（スピーチ・レシテーションコンテスト） 
12 月 18 日（木）国連大学訪問 

2 月 26 日（木）上水版模擬国連を実施 


